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進進藤藤  三三雄雄（（ししんんどどうう  みみつつおお））教教授授 
1958（昭和 33）年 3 月 5 日生 千葉県出身 

 

学学歴歴 
1976 年 3 月 千葉県立木更津高等学校卒業 
1978 年 4 月 早稲田大学教育学部英語英文学科入学 
1983 年 3 月 早稲田大学教育学部英語英文学科卒業 
1993 年 3 月 豪国シドニー工科大学教育学部大学院外国語教育入学 
1994 年 3 月 豪国シドニー工科大学教育学部大学院外国語教育修了 
1994 年 3 月 豪国シドニー大学言語学部修士課程入学 
1996 年 4 月 豪国シドニー大学言語学部修士課程修了  
 

学学位位 
 Master of Arts (Linguistics) 、Graduate Diploma in Education (Language Teaching) 
 
職職歴歴 

1983 年 4 月 千葉県立野田北高等学校教諭（1989 年 3 月まで） 
1989 年 4 月 国立木更津工業高等専門学校専任講師（1993 年 3 月まで） 
1996 年 3 月 ニュージーランド国立マッセイ大学人文社会科学部東アジア学科専任講師

（2000 年 2 月まで） 
2000 年 4 月 熊本県立大学総合管理学部助教授（2007 年 3 月まで） 
2007 年 4 月 熊本県立大学総合管理学部准教授（2010 年 3 月まで） 
2010 年 4 月 熊本県立大学総合管理学部教授（2023 年 3 月まで） 
2018 年 4 月 熊本県立大学総合管理学部長（2020 年 3 月まで） 
2021 年 4 月 熊本県立大学共通教育センター教授（総合管理学部兼任）（2023 年 3 月まで） 
 

在在外外研研究究 
2008 年 9 月 シドニー大学言語学部客員研究員（2009 年 8 月まで） 
 

所所属属学学会会 
日本機能言語学会、映像メディア英語教育学会、日本人類言語学会、日本コミュニケーション

学会 
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主主なな研研究究業業績績 
I. 著著書書 

単単著著  
『国際コミュニケーション 必須英語慣用表現』（三恵社, 2013 年 3 月） 
『Basic Japanese Grammar with Exercises』（三恵社, 2009 年 10 月） 
『Oral and Written Japanese II』（Massey University Open University Study, 1999 年 3 月） 
『Oral and Written Japanese I』（Massey University Open University Study, 1999 年 3 月） 
『Business Japanese II』（Massey University Open University Study, 1999 年 3 月） 
『Business Japanese I』（Massey University Open University Study, 1999 年 3 月） 
『Japanese Language Proficiency Test (Level 2), Kanji & Vocabulary』（Massey University Open 

University Study, 1998 年 3 月） 
 
共共著著 
『生活と健康-Life and Health』（鳳書房, 2009 年 4 月） 
『Major Countries in the World -世界の主要国-』（鳳書房, 2006 年 4 月) 
 

II. 論論文文 
単単著著 
「演説における機能的談話分析 2―オバマ、トランプ、バイデンの大統領就任演説を通して―」

（『熊本県立大学共通教育センター紀要』第 2 号, 2023 年 3 月） 
「演説における機能的談話分析―トランプとバイデンの大統領就任演説を通して―」（熊本県

立大学総合管理学会『アドミニストレーション』第 28 巻第 1 号, 2021 年 11 月, 65－79） 
「日英の談話におけるほめ表現の語用論的分析－ポジティブ・ポライトネスの重層性－」（熊

本県立大学総合管理学会『アドミニストレーション』第 25 巻第 1 号, 2018 年 11 月, 64－77） 
「ファンタジー映画における日英のほめ表現の比較―ポライトネスの観点から」（日本人類言

語学会『人と言語と文化』VII, 2016 年 5 月, 60-79) 
「論説文における義務モダリティの分析−社説に見られる主張を中心に−」（熊本県立大学総合

管理学部創立２０周年記念論文集『総合地の地平』2014 年 12 月, 39-55) 
「報道記事における客観性―体系機能文法の観点から」（熊本県立大学総合管理学会『アドミ

ニストレーション』第 16 巻 1 号, 2009 年 8 月, 25−53） 
「英語教育と日本文学の融合-『伊豆の踊子』を入り口にして」（熊本県立大学総合管理学会『ア

ドミニストレーション』第 13 巻 3・4 合併号, 2007 年 3 月, 107-129） 
「後置主題文の機能分析」（熊本県立大学総合管理学会『アドミニストレーション』第 11 巻 3・

４号合併号, 2005 年 3 月, 107-131） 
「コミュニケーション能力養成のためのイディオム学習システム」（熊本県立大学総合管理学

会『アドミニストレーション』第 10 巻 1・2 号合併号, 2003 年 3 月, 131-153） 
「英語語彙学習のための CALL ソフトウェア開発」（熊本県立大学総合管理学会『アドミニス

トレーション』第 8 巻 3・４号合併号, 2002 年 3 月, 181-200） 
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「Address Terms between Japanese Married Couples Living Overseas」（熊本県立大学『Language 
Issues』Vol. 7, No. 1, 2001 年 3 月, 83-97） 

「A Functional Text Analysis of News Stories: Hard News and Soft News」（熊本県立大学総合管理

学会『アドミニストレーション』Vol.7, No.3/4, 2001 年 3 月, 107-138） 
「Ethnolinguistic Vitality of Japanese in Sydney」（熊本県立大学総合管理学会『アドミニストレー

ション』Vol.7, No.1, 2000 年 9 月, 1-21） 
「視聴覚機器の構成」（沼津工業高等専門学校『リスニング教材の利用と開発』平成 3 年度文

部省教育方法等改善経費, 1992 年 3 月, 140-142） 
「Listening to Directions」（沼津工業高等専門学校『リスニング教材の利用と開発』平成 3 年度

文部省教育方法等改善経費, 1992 年 3 月, 56-59） 
「Using Entertaining Materials --- Using Video Software」（沼津工業高等専門学校『リスニング教

材の利用と開発』平成 3 年度文部省教育方法等改善経費, 1992 年 3 月, 110~115） 
 
共共著著  
「ＴＯＥＩＣ指導を中心とした英語教育」（熊本県立大学総合管理学会『アドミニストレーシ

ョン』第 14 巻 1・2 合併号, 2007 年 12 月, 83−107） 
「オーラル・コミュニケーションを重視した英語教授法の研究」（『高専教育』特集号 21 世紀

に向けての高専教育, 1992 年 3 月, 57~78） 
「オーラル・コミュニケーションを重視した英語教授法の研究 II―実践と今後の課題―」（『沼

津工業高等専門学校研究報告』第 26 号, 1991, 115~120） 
「オーラル・コミュニケーションを重視した英語教授法の研究」（『沼津工業高等専門学校研究

報告』第 25 号, 1990, 81~86） 
 

III. 学学会会・・研研究究会会報報告告 
「演説における機能的談話分析―トランプとバイデンの大統領就任演説を通して―」(日本人

類言語学会 第 21 回大会（オンライン）, 2021 年 11 月) 
「ファンタジー映画における日英のほめ表現の比較―ポライトネスの観点から」（日本人類言

語学会 第 16 回大会, 2016 年 5 月） 
「日本文学アニメを使った英語教育」（映画英語教育学会九州支部第 8 回大会, 2006 年 10 月） 
 

IV. 翻翻訳訳 
『アメリカ人の発想がわかる日米ことわざ・慣用句辞典 ‘The Language of America’』（奥津文夫、

村田 年監修・校閲, 三修社, 1991 年 9 月, （共同翻訳）） 
 

V. 社社会会活活動動等等 
・「KUMAJECT―人吉・球磨地域再生プロジェクト―」（学生指導, 2007 年 4 月～2010 年 3 月） 
・「仕事に生かせるコミュニケーション」（平成 21 年度 熊本県立大学ＣＰＤ「学び足し、学び

直し」プログラム『経営管理の最前線』講師, 2010 年 3 月） 
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・「コミュニケーションの基本を学ぶ―組織における円滑な人間関係構築のために―」（平成 23
年度 熊本県立大学ＣＰＤ「学び足し、学び直し」プログラム『協働のまちづくり―地域力

を高めるためのコミュニケーション技法を学ぶ―』講師, 2012 年 1 月） 
・「対人コミュニケーション・スキルの基礎―地域住民との対話に向けて―」（平成 24 年度 熊

本県立大学ＣＰＤ「学び足し、学び直し」プログラム『問題解決能力に磨きをかける５日

間』講師, 2013 年 1 月） 
・「コミュニケーションの基本を学ぶ」（平成 24 年度『熊本県健康福祉部基礎研修：新任技術

職員研修会』講師, 2013 年 3 月）  
・「コミュニケーションスキルアップ研修―県民との信頼関係を築くコミュニケーション―」

（平成 25 年度『熊本県健康福祉部政策企画・推進研修』講師, 2014 年 1 月）  
・｢対人コミュニケーション・スキルの基礎―地域住民との対話に向けて―｣（平成 25 年度 熊

本県立大学ＣＰＤ「学び足し、学び直し」プログラム『自治体職員向けファシリテーション

講座―共通理解の場づくりの技を学ぶ―』講師, 2014 年 2 月） 
・「相談者としての対応の在り方について」（平成 26 年度 熊本県委託事業・熊本県障がい者社

会参加総合推進事業『知的障がい者相談員・生活協力員研修会』講師, 2014 年 10 月） 
・｢課題解決型コミュニケーションの基礎―コーチング的技法―｣（平成 26 年度 熊本県立大学

ＣＰＤ「学び足し、学び直し」プログラム『自治体職員向け講座―課題解決の技法を学ぶ

―』講師, 2015 年 2 月） 
・「地域の活性化につながるコミュニケーション術」（平成 27 年度 熊本県葦北群芦北町・社会

福祉協議会主催『平成 27 年度地域福祉推進セミナー』講師, 2016 年 1 月） 
・「対人コミュニケーションの基礎―地域住民との信頼関係構築に向けて―」（平成 27 年度 熊

本県立大学ＣＰＤ「学び足し、学び直し」プログラム 『自治体職員向け講座―つながり・

つながるための技法―』講師, 2016 年 2 月） 
・「コミュニケーションの基礎―地域住民との信頼関係構築に向けて―」（平成 28 年度 熊本県

立大学ＣＰＤ「学び足し、学び直し」プログラム『自治体職員向け講座―非常時対応・危機

管理能力の向上―』講師, 2017 年 1 月） 
・「コミュニケーションの基礎―聴く力・伝える力・認める力―」（平成 29 年度 熊本県立大学

ＣＰＤプログラム自治体職員・まちづくり関係者向け『まちづくり講座―まちづくり・創造

的復興に必要な能力を高める―』講師, 2018 年 1 月） 
・「信頼関係づくりのコミュニケーション」（平成 30 年度 『益城郡学校事務職員研修会』講師, 

2018 年 10 月） 
・「まちづくりに向けたコミュニケーションの基本」（平成 30 年度 熊本県立大学ＣＰＤプログ

ラム自治体職員・まちづくり関係者対象『まちづくり講座』講師, 2019 年 1 月） 
・「信頼関係を築くためのコミュニケーションの基本スキル」（令和元年度 くまもと県民カレ

ッジリレー講座『キャンパスパレア』講師, 2019 年 8 月） 
・「対人スキルアップ」（平成元年度 熊本県立大学ＣＰＤプログラム 自治体職員及びまちづく

り関係者向け『コミュニケーション能力向上講座』講師, 2020 年 2 月） 
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